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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，第一に，児童生徒の抑うつの評価と行動傾向との関連について，検
討を行うことであった。第二に，児童生徒の抑うつの評価と行動傾向との関連に着目した，児童生徒の抑うつ低
減プログラムの開発と効果の検討を行うことであった。研究１の成果から，児童を対象とした場合の，抑うつの
評価につながる尺度として，児童用BIS/BAS尺度が作成され，その信頼性と妥当性が確認された。研究２の成果
として，児童用BIS/BAS尺度による評価に基づいた，行動活性化療法が児童の抑うつ低減に効果的であることが
示された。これらを含む，一連の研究成果から，児童生徒の抑うつの早期対応に向けた介入プログラムが提案さ
れた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was to examine the relationship between 
evaluation of depression by children and behavioral tendency. Secondly, it was to develop a 
depression-reduction program for children focusing on the relationship between evaluation of 
depression of children and behavioral tendency and to examine the effects. From the results of 
Research 1, the BIS / BAS scale for children was prepared as a measure leading to the evaluation of 
depression in children, and the reliability and validity were confirmed. As a result of Research 2, 
it was shown that behavioral activation therapy based on the evaluation by the BIS / BAS scale for 
children is effective for depression in children. Based on a series of research results including 
these, an intervention program to promptly deal with depression of children studies was proposed.
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１．研究開始当初の背景 
日本におけるうつ病の有病率調査の結果，

中学生の時点有病率は 4.9％に上る（佐藤ら，
2008）。これは５～７％とされている成人の
うつ病有病率（山脇ら，2005）と同程度の水
準である。うつ病を患った児童生徒は，成人
後のうつ病再発率も高く（Kovacs, 1996），
うつ病への早期対応が重要である。しかしな
がら現状では，児童生徒を対象とした場合に，
「うつ病」という概念自体が一般に定着して
いない。そのため，抑うつ症状が重篤化し，
不登校や自殺企図等の行動化に至って初め
て，治療や心理相談を勧められることが多い
（山口ら，2001）。 
このような課題に対し，日本においても児

童生徒の抑うつ低減を目的とした介入研究
が盛んに実施されてきた（小関，2010 など）。
それらの実施上の特徴は，一般の児童生徒す
べてを対象としたユニバーサルデザインの
介入であり，学級集団全員を対象に行われる
点が挙げられる。 
一方，抑うつ症状が高い場合には，ケース

として個別に対応される。その際，児童生徒
と保護者，教員の３者が連携して対応するこ
とは，必要性や効果は期待されつつも非常に
稀である。児童生徒の抑うつ症状の特徴は，
気分の落ち込みや行動抑制だけではなく，攻
撃行動等も含まれる（傳田，2002）。そのた
め，関わる相手の異なる家庭と学校では，表
出する抑うつ関連行動に差異が生じる可能
性が高い。にもかかわらず，家庭と学校とい
う，それぞれの生活の場が異なる保護者と教
員が，多岐に渡る抑うつ症状を共有するシス
テムが構築されていないのが実態である。児
童生徒に対する介入効果の維持促進には，保
護者と担任が連携して機能的なフィードバ
ックを提供する必要があり，家庭と学校にお
ける抑うつ症状の共有を前提とした児童生
徒，保護者，担任を包括的に支援するセレク
ティブデザインの介入プログラムの開発が
求められる。 
 また，従来の児童生徒の抑うつの評価法に
は，DSRS（村田ら，1996）や CDI（真志田
ら，2009）の自己評価式の質問紙がある。こ
れらは，内潜的な感情や思考を評価するため，
保護者や担任が他者評価として実施しても
精度に限界がある。また，CBCL（井澗ら，
2001）という行動評定は広く使用されている
が，問題を多岐に渡って評価する性質上，抑
うつ症状の評価には不向きである。児童生徒
が自身の抑うつ症状を把握し，言語化して周
囲の大人に伝えることは困難である。そのた
め，児童生徒の抑うつの評価と行動傾向との
関連について，検討を行うことが求められる。
さらに，このような観点に基づいた，児童生
徒の抑うつ低減を目的とした支援プログラ
ムの開発が喫緊の課題となっている。 
 
 
 

２．研究の目的 
本研究では，第一に，児童生徒の抑うつ

の評価と行動傾向との関連について，検討
を行う。第二に，児童生徒の抑うつの評価
と行動傾向との関連に着目した，児童生徒
の抑うつ低減プログラムの開発と効果の検
討を行う。 

 
３．研究の方法 
（１）日本語版児童用Behavioral Inhibition 
System and Behavioral Activation System 
Scale（児童用 BIS/BAS 尺度）の作成と信頼
性・妥当性の検討 
本研究は，児童の行動抑制および行動賦活

の 傾 向 を 把 握 す る 自 己 記 入 式 尺 度 の
Behavioral Inhibition System and 
Behavioral Activation System Scale（児童
用 BIS/BAS 尺度）日本語版を作成し，信頼性
と妥当性の検討を行うことを目的とした。本
研究では，小学３年生から６年生 1,624 名を
対象に調査を行った。確認的因子分析の結果，
児童用BIS/BAS尺度は原版と同様の４因子構
造を示した。 
 
（２）児童を対象とした行動活性化療法が抑
うつに及ぼす効果の検討 
 本研究の目的は，児童に対する行動活性化
に基づく心理的介入を実施することが，児童
の抑うつ低減に及ぼす効果について検討す
ることであった。本研究では，研究（１）で
作成された，児童用 BIS/BAS 尺度を用いて有
効性の評価を行った。本研究では，小学５年
生（男子 67 名，女子 75 名），６年生（男子
63 名，女子 75 名）の合計 280 名を対象に，
１回 45 分で構成される行動活性化療法に基
づく介入授業を実施した。 
 
４．研究成果 
（１）日本語版児童用Behavioral Inhibition 
System and Behavioral Activation System 
Scale（児童用 BIS/BAS 尺度）の作成と信頼
性・妥当性の検討 
 信頼性において，児童用 BIS/BAS 尺度は
BAS-刺激追求のα係数は低かったが，全体と
しては十分な内的整合性と再検査信頼性を
示した。また，BIS は，抑うつと正の相関を
示し，外向性および情緒安定性と負の相関を
示した。BAS は，攻撃行動および外向性と正
の相関を示し，抑うつおよび情緒安定性と負
の相関を示した。以上より，児童用 BIS/BAS
尺度の構成概念妥当性が確認された。 
 
（２）児童を対象とした行動活性化療法が抑
うつに及ぼす効果の検討 
 対象となった５年生と６年生の児童に共
通した結果として，行動活性化に関する心理
的介入を行うことが，児童の抑うつを低減さ
せ，学校享受感を高める可能性があることが
示唆された。また，介入前から介入後にかけ
て，行動抑制の指標であるBIS得点が低減し，



行動賦活の指標である BAS-駆動得点が増加
していた。これらのことから，本研究で実施
した行動活性化に基づく心理的介入が，児童
のBIS得点を減少させるとともにBAS-駆動得
点を増加させることで，抑うつの低減および
学校享受感の向上に寄与する可能性が示唆
された。 
 
（３）子どもを対象とした学級集団への認知
行動療法の実践と課題 
最後に，結論を導くために，日本で普及し

ている子どもを対象としたクラスワイドの
認知行動療法（CCBT）を活用した実践と，こ
の介入に関連した課題について検討を行っ
た。特に，本論文は CCBT の活用に関する最
近の発展やその利点，CCBT 活用における実践
者がアセスメントをすることの重要性，そし
て介入に関連した課題について検討した。本
論文では，CCBT の将来的な発展の可能性につ
いても検討した。実践上の観点では，子ども
に対する介入の実施にこだわらないという
こと，子どもたちに適した介入を用いること，
同様の問題に対して子どもが実際に対処す
ることができるか，というエフィカシーを確
認するという視点が示された。 
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